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【 平成２２年度 事業報告 】 

 

本連盟は寄付行為に掲げる目的を達成するために、以下の事業を実施した。 

 

＜競技の研究および指導に関する事業＞ 

 科学委員会を中心に日本グランプリシリーズ、大阪ＧＰ、日本選手権、沖縄インターハ

イ、北海道マラソン、スーパー陸上、アジア大会等において各種測定を中心とした研究活

動を行った。活動の主なものは、平成２３年８月発行予定の普及育成委員会と共同で出版

する「陸上競技研究紀要 第７巻」に掲載する。 

 

＜講習会の開催および指導者の養成に関する事業＞ 

講習会の開催に関する事業として、普及育成関係で昨年度より実施している「ＪＡＡＦ

アスリート発掘育成プロジェクトクリニック事業」を２８会場で開催した。また新たにＵ

１５世代の優秀選手を集めた「Ｕ１５トップトレーニングキャンプ」を開催した。指導者

育成関係で、「全国小学生陸上競技指導者中央研修会」（埼玉・広島会場）、「公認コーチ養

成講習会」、「第１１回ＪＡＡＦコーチングクリニック」、「Ｕ－１５指導者講習会」、「国際

陸上競技連盟認定ＣＥＣＳレベルⅠコーチコース講習会」などの講習会を行った。「Ｕ－１

５指導者講習会」は新たに開催地を公募して４会場で開催した。 

 

＜日本選手権などの競技会開催に関する事業＞ 

総務委員会、競技運営委員会、法制委員会、国際委員会を中心として第９４回日本陸上

競技選手権大会を６月４日～６日、香川県立丸亀競技場にて開催した。また、主催競技会

３４大会を開催した。 

 

＜国際大会への派遣＞ 

各国際大会に代表選手団を派遣した。 

第１６回アジア競技大会では、男子４×１００ｍＲにおいてはプサン大会、ドーハ大会

と引き続き金メダルを逃し、女子長距離においても、アフリカ系の選手のみならず、イン

ド勢の台頭により、苦戦を強いられたが、１００ｍを４４年ぶり、２００ｍを２８年ぶり

に制した福島選手、日本選手団主将というプレッシャーの中で、自己記録で優勝を決めた

村上選手、優勝を決めた後、最後の１投で日本記録を更新した海老原選手と、来年の世界

選手権につながるパフォーマンスを発揮した。 

第１３回世界ジュニア陸上競技選手権大会では、金メダル１、銀メダル２、銅メダル３

を含む入賞１６と、過去の世界ジュニア選手権大会の中でも最高の成績であった。 

第１回ユースオリンピック競技大会では、予想以上の活躍を見せ、銀メダル４つを獲得

した。 

第１９回世界ハーフマラソン選手権大会では、団体において女子はアフリカ勢に続く３

位、男子は昨年の７位からアフリカ勢に続く４位と飛躍した。 

第３９回世界クロスカントリー大会では、女子ジュニア団体において、最後の１周で逆

転し、銅メダルを獲得した。震災直後の派遣ということではあったが、国内外にスポーツ

マンとして元気な姿を発信できたことは大変意義があった。 

上記のほかに、重点強化対策、一般強化対策としてアジア圏を含む国内外の各種トラッ

ク＆フィールド、ロードレース等に有力選手を派遣し、成果を残した。 
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〔主要国際大会の結果〕 

大会名 期 日 派遣数 主な成績 

第１６回アジア競技大会 

中国・広州 
11 月２１日～２７日 

男３０名 

女２８名 
金４、銀８，銅８ 

第１３回世界ジュニア陸上競技選手権大会 

カナダ・モンクトン 
７月１９日～２５日 

男２０名 

女１７名 
金１、銀２、銅３ 

第１回ユースオリンピック競技大会 

シンガポール 
８月１３日～２６日 

男８名 

女７名 
銀４ 

第１９回世界ハーフマラソン選手権大会 

中国・南寧 
１０月１６日 

男５名 

女５名 

団体男子４位 

団体女子４位 

第３９回世界クロスカントリー選手権大会 

スペイン・プンタ ウンブリア 
３月２０日 

男１１名 

女１２名 

団体女子ジュニア３位 

団体男子ジュニア６位 

団体女子シニア ６位 

 

＜競技規則および審判員に関すること＞ 

競技運営委員会で競技規則の検討と運用上の問題点について、定期的に検討しながら、主

要主催大会のリハーサル大会の指導に委員を派遣した。また、全国レベル競技会の運営に

関する実務者研修会（１１月２７日～２８日）、全国ＪＴＯ研修会（１２月４日～５日）、

トラブル事例での問題点を共有して、円滑な競技会運営に資するための全国競技運営責任

者会議（２月１２日～１３日）を開催した。 

 

＜施設および用器具に関すること＞ 

施設用器具委員会では、公正な競技会の開催に不可欠である、陸上競技場・長距離競走

（歩）路の検定・審査作業を随時行い、定期的に委員会を開催し、検定・審査の効率的な

取り組みと制度の確立について検討した。また、国際化に伴う情報収集、検討会議を開催

し日本陸連としての取り扱いについて検討した。 

また、検定員の養成および技能の向上のため全国検定員会議（１１月６日～７日）を開

催した。 

 

＜日本記録の公認に関すること＞ 

競技運営委員会では記録の公認を行った。平成２２年に達成された新記録は、日本記録

１０記録（１０種目）、ジュニア日本記録６記録（５種目）であった。 

 

＜機関紙および刊行物の発行に関すること＞ 

事務局では、本連盟の機関紙である陸連時報を編集、発行した。 

また、本連盟の組織や活動内容を広く公開するイヤーブック、および、第１４回アジア

ジュニア陸上競技選手権大会、第１３回世界ジュニア陸上競技選手権大会、第１６回アジ

ア競技大会（２０１０／広州）に向けての選手団ガイドブックを作成した。 

 陸上競技ルールブック２０１０年版を発行する。また、陸上競技ルールブック２０１０

年版は電子化し、陸連ホームページにて公開した。 

 

＜普及・振興を図る事業＞ 

トップアスリートが子どもたちにスポーツの楽しさを伝え、陸上競技への関心を喚起し、

体力向上のきっかけを提供することを目的として「キッズアスリート・プロジェクト夢の
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陸上キャラバン隊」も４期目をむかえ、群馬県、石川県、青森県、三重県、函館市、愛媛

県、鳥取県、長崎（五島）、大分県、京都府の小学校１０会場にて開催した。 

 

＜マーケティング活動（財政基盤の確立）に関すること＞ 

 財政基盤の確保のため、積極的にＰＲ活動、折衝活動を行い、マーケティング活動を展

開し、スポンサーや大会協賛金の獲得に関する事項を行った。 

 

＜医事活動に関すること＞ 

医事委員会では、アンチ・ドーピング活動として、ドーピング検査を４２７件（競技会

検査）、行った。「陸上競技者のためのドーピングコントロール便利帳２０１１」、「アンチ・

違法薬物広報冊子２０１１」を発行し、都道府県陸上競技協会、強化競技者をはじめ全国

へ配布した。 

 また、平成２２年度、２５の日本陸連主催・後援大会へＮＦＲ（ナショナルフェデレー

ションリプリゼンタティブ）を派遣した。 

 

＜その他の活動＞ 

・環境活動に関すること 

 総務委員会では、主催大会の内、７大会、５事業へ委員を順次派遣しＪＡＡＦグリーン

プロジェクト活動として、「植樹」「チャレンジ２５会員募集」「募金活動」等、啓蒙と実

践を展開した。 

 

・会員の登録に関すること 

 平成２２年度の登録会員数は、２９１，２５０人であった。平成２３年度より登録手続

きの省力化を目指して、ｗｅｂ化するべくシステム開発を行った。 

 

・加盟団体法人化に関すること 

 新に７加盟団体が一般財団法人となり、１１加盟団体が法人化した。 

 

・加盟団体への会計システム導入に関すること 

 法人化に向けた、会計基盤の強化のため、希望する４３加盟団体に対し、会計システム

を寄付した。 

 

以 上 




















